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Ⅰ．沿革   
    
平成 9 年 12 月   学校法人千歳科学技術大学寄附行為および千歳科学技術大学設置認可 
平成 9 年 12 月   学校法人初代理事長・辻岡昭先生就任 
平成 10 年 4 月   千歳科学技術大学開学 
（光科学部：物質光科学科、光応用システム学科） 
学部第 1 期生入学式 
初代学長・佐々木敬介教授就任 
平成 10 年 6 月   千歳科学技術大学開学式 
平成 10 年 10 月   「有機非線形光学国際会議（ICONO’4）」開催 
平成 10 年 11 月   第 2 代学長・緒方直哉教授就任 
平成 11 年 10 月   第 1 回稜輝祭（学校祭）開催 
          「第 1 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 12 年 9 月   「光メモリー国際シンポジウム 2000（ISOM2000）」開催 
第 2 回稜輝祭開催 
平成 13 年 9 月   「第 2 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
第 3 回稜輝祭開催 
平成 13 年 11 月   校歌完成・制定 
平成 13 年 12 月    千歳科学技術大学大学院設置認可 
平成 14 年 3 月   学部第 1 期生学位授与式 
平成 14 年 4 月   千歳科学技術大学大学院光科学研究科修士課程設置 
第 3 代学長・雀部博之教授就任 
大学院光科学研究科修士課程第 1 期生入学式 
平成 14 年 9 月   第 4 回稜輝祭開催 
平成 14 年 10 月   「第 3 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 15 年 3 月   第 1 回自己点検・評価を実施 
平成 15 年 9 月   「特色ある大学教育支援プログラム（文部科学省）」採択 
平成 15 年 10 月   第 5 回稜輝祭開催 
平成 15 年 12 月   「第 4 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 16 年 3 月   大学院光科学研究科修士課程 1 期生卒業式 
平成 16 年 4 月   千歳科学技術大学大学院光科学研究科光科学専攻博士前期・後期課程
設置（課程変更） 
          光科学研究科博士後期課程第 1 期生入学式 
平成 16 年 8 月   大学院棟完成 
平成 16 年 9 月   「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（文部科学省）」採択（2 件） 
          第 6 回稜輝祭開催 
平成 16 年 10 月   「第 5 回千歳光科学国際フォーラム」開催 




平成 17 年 9 月 学校法人第 2代理事長・小谷津孝明先生就任 
平成 17 年 10 月 第 7 回稜輝祭開催 
第 1 回父母懇談会開催 
平成 17 年 12 月 「第 6 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
 ドイツ・ポツダム大学と「教育および研究協力に関する機関間協定」
締結 
平成 18 年 3 月 大学院光科学研究科博士後期課程 1 期生卒業式 
平成 18 年 9 月 第 8 回稜輝祭開催 
平成 18 年 10 月  第 2 回父母懇談会開催 
平成 18 年 11 月  「第 7 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
 「千歳国際 GP フォーラム」開催 
平成 19 年 6 月 「先導的教育情報化推進プログラム（文部科学省）」採択 
平成 19 年 8 月 「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（文部科学省）」採択 
平成 19 年 9 月 第 9 回稜輝祭開催 
平成 19 年 10 月  第 3 回父母懇談会開催 
平成 19 年 11 月  「第 8 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
 10 周年記念棟竣工 
平成 20 年 4 月 学部改組（総合光科学部：バイオ・マテリアル学科、光システム学科、
グローバルシステムデザイン学科）設置 
平成 20 年 6 月  10 周年記念式典挙行 
平成 20 年 7 月  「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（文部科学省）」
採択 
平成 20 年 8 月 「戦略的大学連携支援事業（文部科学省）」採択 
平成 20 年 9 月 第 10 回稜輝祭開催 
 第 4 回父母懇談会開催 
平成 20 年 10 月  「第 9 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
 「Korea-Japan Joint Forum」開催 
平成 20 年 11 月  北星学園大学と「連携・協力に関する包括的協定」締結 
平成 21 年 7 月 「大学教育・学生支援推進事業【テーマ B】学生支援推進プログラム
（文部科学省）」採択 
平成 21 年 9 月 第 11 回稜輝祭開催 
平成 21 年 11 月  第 5 回父母懇談会開催 
「第 10 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 22 年 2 月 教職課程設置認可 
平成 22 年 3 月 札幌医科大学、室蘭工業大学、小樽商科大学、北海道医療大学と「単
位互換協定」締結 
平成 22 年 4 月 第 4 代学長・川瀬正明教授就任 
平成 22 年 9 月 第 12 回稜輝祭開催 
「大学生の就業力育成支援事業（文部科学省）」採択 




平成 22 年 10 月   第 6 回父母懇談会開催 
「第 11 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 22 年 11 月   韓国・湖南大学校と「教育・研究等の交流と協力を促進するための協
議をする協定」締結 
平成 23 年 1 月   韓国・全南大学校と「学術交流協定」締結 
平成 23 年 9 月   第 13 回稜輝祭開催 
平成 23 年 10 月   第 7 回父母懇談会開催 
「第 12 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 24 年 6 月      「平成 24 年度ナノテクノロジープラットフォーム（分子・物質合成 
領域）（文部科学省）」採択 
平成 24 年 9 月   第 14 回稜輝祭開催 
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（文部科学
省）」採択 
平成 24 年 10 月   第 8 回父母懇談会開催 
「第 13 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
「私立大学教育研究活性化設備整備事業（文部科学省）」採択 
平成 25 年 7 月   「第 14 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 25 年 9 月   第 15 回稜輝祭開催 
平成 25 年 10 月   第 9 回父母懇談会開催 
平成 25 年 11 月     学校法人第 3 代理事長・伊澤達夫先生就任 
平成 26 年 9 月   第 16 回稜輝祭開催 
平成 26 年 10 月    「第 15 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
   第 10 回父母懇談会開催 
平成 27 年 4 月   学部改組（理工学部：応用化学生物学科、電子光工学科、 
グローバルシステムデザイン学科）設置 
平成 27 年 9 月   第 17 回稜輝祭開催 
平成 27 年 10 月   「第 16 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
   第 11 回父母懇談会開催 
平成 28 年 4 月   情報システム工学科設置、グローバルシステムデザイン学科募集停止 
平成 28 年 9 月    第 18 回稜輝祭開催 
平成 28 年 10 月   第 12 回父母懇談会開催 
平成 28 年 11 月    「第 17 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 28 年 12 月   千歳市に公立大学法人化の検討に関する要望書を提出 
平成 29 年 4 月    事務局に公立化推進室設置 
平成 29 年 9 月    第 13 回父母懇談会開催 
平成 29 年 9 月    「第 18 回千歳光科学国際フォーラム」開催 
平成 29 年 10 月   千歳市長が千歳科学技術大学の公立化を表明 
平成 29 年 10 月   第 19 回稜輝祭開催 
平成 30 年 1 月    千歳市議会が千歳科学技術大学の公立化を是認 




平成 30 年 2 月  北海道教育委員会と相互連携協定締結 
平成 30 年 10 月  文部科学省に認可申請書を提出。学校法人解散認可申請、設置者変更
認可申請、大学名称変更届 
平成 30 年 11 月  北海道に公立大学法人公立千歳科学技術大学の設立認可申請書を提出 
平成 31 年 1 月 文部科学省により「千歳科学技術大学設置者変更申請」及び「学校法人
千歳科学技術大学解散認可申請」認可 
平成 31 年 3 月  学校法人千歳科学技術大学解散 
平成 31 年 4 月  公立大学法人公立千歳科学技術大学設立、公立千歳科学技術大学発足 
平成 31 年 4 月 公立大学法人公立千歳科学技術大学初代理事長ならびに公立千歳科学
技術大学初代学長・川瀬正明教授就任 
平成 31 年 4 月  公立千歳科学技術大学開学式を挙行 
平成 31 年 4 月  公立千歳科学技術大学入学式を挙行 
令和元年 6 月  公立大学法人公立千歳科学技術大学設立及び開学 20 周年記念式典を
挙行 
令和元年 10 月 「第 20 回千歳科学国際フォーラム」開催 
令和元年 10 月 第 20 回稜輝祭開催 
令和元年 10 月 第 14 回保護者懇談会開催 
令和 2 年 3 月 新型コロナウイルス感染症の影響を受け令和元年度学位記授与式中止、 
佐々木記念賞および学生表彰式を挙行 
（参考）大学創立時の状況および創立以降の主なイベント等は資料編の以下も参照ください。 
資料 Ⅰ－1 新千歳市史（下）p.837-841 
Ⅹ－1 学報一覧 
Ⅹ－2 創立 10 周年記念誌 


























建学の精神ならびに目指す大学像を基本として平成 31(2019)年 4 月の公立千歳科学技術
大学発足にあわせて制定した「大学の理念」を示す。 
なお、公立千歳科学技術大学の開学記念日は 4 月 11 日（平成 10 年千歳科学技
術大学 1期生の入学式が行われた日）とし、特定した休業日とはしないが、別途学
長が指定する記念日相当休日の設定を検討することになっている。 



























































































































































































































































































































表 2 学事に関する会議体の変遷 
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同左 








部のもとに物質光科学科、光応用システム学科の 1 学部 2 学科構成であった。光科学は最
先端分野の一つではあったが、産業としてはエレクトロニクス産業に組込まれたこともあ
り、産業の広がりや受験生に対するインパクトは時とともに弱まり、学生募集は当初こそ定
員を満たしたものの、3 年目（平成 12(2000)年)には大幅な定員割れを招く結果となった。 
開学以来の学生募集状況の推移を図 1に示す。 
（注） 破線は定員を示す。令和元（2019）年度の公立大学 1 期生の入試は前年度の私立大学時代に 
実施し、他の国公立と別日程で受験が可能な年であったため、特異に大きな値となっている。 
図 1 学生募集の推移 



























              図 2 学部学科再編の推移




1.2 総合光科学部・3 学科体制への再編 
 前項で述べたように、平成 12(2000)年の大幅定員割れの後、入学者数は回復基調にあっ
たが、H18(2006)年の入学者が定員の 90％を割る結果となったことから、同年 4 月に大学
評議会メンバを中心に合宿による議論を行い、組織の見直しを含む抜本的な再編の検討を
開始した。平成 20(2008)年の新組織に至るまでの経緯を以下に時系列で示す。 
H18.4.1    大学評議会メンバによる合宿･議論（キックオフ） 
H18.5   企画運営グループ、学科検討タスクグループ発足 
H18.11   将来構想タスクグループ発足（実行段階に移行） 
H18.12 教室会議等の議論をふまえ、全教員対象説明会 





































1.3 理工学部・新 3学科体制への再編 

















出口（就職）を見据えた教育のあり方について重点課題とした。平成 25(2013)年 9 月には
「分野・体制検討グループ」と「教育検討グループ」が発足し、具体的な検討を開始した。 






























2.1  新学科の発足 
 開学十年目の改組で光科学部物質光科学科は総合光科学部バイオ・マテリアル学科に変
わった。もっとも、バイオ・マテリアル学科は新たに設置されたのであり、丸ごと移行した



































がら、現在も続いている。ちなみに、バイオ・マテリアル学科の英語名は Department of Bio- 
and Material Photonics であり、従前どおり光科学を中心に据えることを謳っていた。 
 









しては、他の 2 学科に対して特に遅れをとることはなかった。これは 2学科体制下でも 1/4 
~ 1/3は物質光科学科を希望していたため、それらのコアとなる部分が変わらなかったから





















2.3  応用化学生物学科 






























2019 年 5 月 1 日現在の応用化学生物学科の学生数は、学部 2 年生 85 名、3 年生 47 名、
4 年生 54 名の合計 186 名で、そのうち 40 名が女子学生である。学部の女子学生の比率は
約 22％となっている。 
2019 年度の応用化学生物学科のスタッフは 11 名（教授 5 名、特任教授 2 名、准教授 3













































図 1 カリキュラムマップ 



















平成 30(2018)年度本学科卒業生の 20%が大学院に進学している。 
図 2 融合的・学際的研究













2.5  公立化を経て 












































Department of Opto-Electronic System Engineering と定められた。新学科発足に際して、
光応用システム学科の一部の教員がグローバルシステムデザイン学科へ移籍することにな
ったが、光応用システム学科の教員の多くは光システム学科に所属することとなった。また、








































































































































































































































グローバルシステムデザイン学科は、平成 20（2008）年 4 月に発足し、平成 28（2016）

















































成 20(1908)年 4 月に発足することになった。従来の「光科学部」1 学部 2 学科体制から「総
合光科学部」1 学部 3学科体制への学部改組・学科再編のイメージを、技術の専門分野を主
体にまとめ図 1 に示す。






















































































































































第 1部 特集 IoT・ビッグデータ・AI～ネットワークとデータが創造する新たな価値～











































5.2  教育研究上の理念、目的 

































小松川浩 研究室、村井哲也 研究室、萩原茂樹 研究室、深町賢一 研究室、
山川広人 研究室 
・情報活用系分野














図 1 情報システム工学科における学問体系と進路領域 





































          








山中 明生 教授：共通教育科長（学部長兼務） 
川名 典人 教授：地域教育 
石田 雪也 准教授：幹事、情報リテラシー、キャリア教育（情報システム工学科兼務） 
金井 彩香 講師：英語教育 
山下 文  講師：日本語教育 















































































平成 25年度卒業者 11 6 1 5 2 14 
平成 26年度卒業者 20 9 9 11 4 33 
平成 27年度卒業者 7 1 6 6 4 17 
平成 28年度卒業者 8 4 3 3 1 11 
平成 29年度卒業者 5 1 3 4 2 10 







23 23 － － － 23 
電子光工学科 
（光システム学科） 
15 － 11 13 4 28 
グローバルシステムデザイ
ン学科 
24 － 19 24 14 57 
科目等履修生 1 － 0 0 1 1 
合 計 63 23 30 37 19 109 
①平成 22 年度 1 期生（1 年次 25 人→4 年次 11 人） ②平成 23 年度 2 期生（1 年次 34 人→4 年次 20 人） 
③平成 24 年度 3 期生（1 年次 13 人→4 年次 7 人）  ④平成 25 年度 4 期生（1 年次 15 人→4 年次 8 人） 
⑤平成 26 年度 5 期生（1 年次 18 人→4 年次 5 人）  ⑥平成 27 年度 6 期生（1 年次 28 人→4 年次 12 人） 













































をし、翌年の教育実習受諾の予約をする。これまで平成 25 年度～30 年度に実習校としてお
世話になった学校は下記のとおりである。 
年度 実習校 教科 実習校 教科 
平成 25 年
度 
北海道札幌藻岩高等学校 数学 札幌第一高等学校 理科 
北海道釧路湖陵高等学校 理科 北海道札幌英藍高等学校 理科 
北海道穂別高等学校 数学 北海道滝川高等学校 理科 
北海道深川西高等学校 数学 北海学園札幌高等学校 数学 
北海道苫小牧工業高等学
校 
理科 北海道士別翔雲高等学校 理科 




北海道札幌月寒高等学校 数学 北海道浜頓別高等学校 数学 
帯広大谷高等学校 数学 北海道滝川高等学校 理科 
北海道千歳北陽高等学校 理科 北海道札幌平岸高等学校 理科 
安平町立追分中学校 数学 北海道石狩翔陽高等学校 理科 
室蘭市立東明中学校 数学 札幌日本大学高等学校 数学 
北海道苫小牧南高等学校 理科 滝川市立江部乙中学校 数学 
北海道札幌白石高等学校 数学 札幌市立北栄中学校 数学 
藤女子高等学校 理科 札幌市立八軒中学校 数学 
札幌光星高等学校 理科 札幌北斗高等学校 理科 
札幌第一高等学校 理科 北海道札幌丘珠高等学校 数学 
北海道恵庭北高等学校 数学 帯広市立第八中学校 数学 
平成 27 年
度 
北海道札幌藻岩高等学校 理科 札幌光星高等学校 数学 
札幌市立北栄中学校 数学 千歳市立勇舞中学校 数学 




北海道札幌新川高等学校 情報 北海道鹿追高等学校 理科 
北海道旭川西高等学校 理科 千歳市立勇舞中学校 数学 
北海道苫小牧東高等学校 数学 札幌大谷高等学校 理科 
平成 29 年
度 











北海高等学校 数学 北海道釧路江南高等学校 情報 
北海道釧路明輝高等学校 情報 北海道室蘭清水丘高等学校 数学 
北海道阿寒高等学校 数学 立命館慶祥高等学校 理科 
市立函館高等学校 数学 北海道札幌藻岩高等学校 理科 
千歳市立北斗中学校 理科 札幌市立厚別中学校 数学 
小樽市立北陵中学校 数学 小樽市立向陽中学校 数学 
（3） 介護等体験
義務教育の教育職員免許状取得を希望する場合、特別支援学校２日間、社会福祉施設に連
続する５日間の計７日間の介護等体験実習が必要であり、平成 25 年度～30 年度の実績は
下記のとおりである。 






























































(1)学内体験実習〈4年生〉…  必須 















④派遣学校は市内 27 の小中学校対象ですが、要請学校は平均 15 校程度である。
⑤学生は、1年生の冬季休業から 4年生の夏季休業までの 6回にわたり体験することを必須
としている。
(3)学外体験実習〈その 2〉 …   希望制 
  「学校インターンシップ」（3 年生インターンシップに位置付）は希望制となっており、
































(本稿は「2021 年公立千歳科学技術大学紀要（第 2 巻 第 1 号）」から転載している) 
 
 【派遣実績】 
①北海道千歳高等学校定時制課程の 1・2 年生の「数学の学習ボランティア」であり、毎週 1 回 2 時
間、授業中でプロ教師のサポートとして参加する ＜派遣実績は年 2 人＞ 
②北海道千歳北陽高等学校 1・2 年生の「基礎学力補習」に「学習ボランティア」として参加し、年間
に 4 期実施し、各期 5 回程度「数学」｢英語｣「理科」の補習に教員の補助として参加する ＜派遣は
各期 4 人＞ 
③千歳市社会福祉課のプログラムの一つとして、4 年前から市民の子弟（経済的な理由から塾に通
えない中高生）を対象とした「ちとせ学習チャレンジ塾（夜間）」を開設している。この事業に本学の教
職課程履修者も登録して、参加可能な日時で協力している ＜派遣実績は年 15 人程度＞ 











「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）   
「教育課程編成・ 実施の方針」 （カリキュラム・ポリシー） 













  私立大学時代は「Best care, Best success」をキャッチフレーズとしていた。 
・ベストケアとはクラスアドバイザー制をはじめとする、きめ細やかな学生指導の徹底 
・ベストサクセスとは自ら納得できる就職を可能にするキャリア教育 




























































 大学院光科学研究科修士課程は学部 1 期生の卒業年度にあわせて平成 14（2002）年に開
設された。その 3 年後には博士課程後期を開設したが、同時期に修士課程を博士課程前期
課程に課程変更している。開設当初の修士課程の入学定員は 12 名だったが、平成 17(2005)
年に 20 名に増員している。博士後期課程の入学定員は 3 名である。 
なお、平成 27(2015)年に学部が「理工学部」に名称変更していることから、大学院の名称
も令和 3(2021)年度から理工学研究科に変更される予定である。 

























































平成 20(2008)年以降の CIF のテーマを資料Ⅳ-11 に示した。これまでに CIF で特別講







































  就職率：就職決定者数／就職希望者数 
進路決定率：進路（就職、進学等）決定者数／卒業生数 
図 1 就職率、進路決定率の推移 
4．学生募集 
4.1 入試、入学者数 
 学部入学定員は 240 人、収容定員は 960 人で開学以来変わっていない。 
入試における募集区分は開学当初は推薦（特別、公募）、一般学力入試のみであったが、平
成 13(2001) 年度から大学入試センター試験利用入試（前期、後期）も追加、さらに平成
14(2002) 年度入試から AO 入試区分を追加した。私立大学時代の入試区分は基本的にこの
区分を踏襲したが、公立化後最初の令和２(2020)年度入試（実施は令和元年度）からは一般














特に近年は TV やハードの広告媒体は効果を見極めたうえで厳選使用し、SNS の活用、
Web広告を主に展開している。 
道外を含めて数多くの出張講座、大学見学、進学相談会に参加するほか、本学を会場にオ
ープンキャンパスを平成 30（2018）年度までは年 6 回、令和元(2019)年度は 3回実施して
いる。これらの詳細な実績は大学年報を参照されたい。 
 
5．表彰制度等   
5.1 学生表彰制度 










平成 20(2008)年以降の受賞者一覧を資料Ⅳ-17 に示す。 
 
5.2 教職員表彰制度 











































・千歳市教育委員会との連携（平成 15 年 9月 1日 連携協定締結)

































   大学と高等学校との教育・研究に関する相互理解の促進に取り組むことを目的とし、道
内の高等学校と高大連携協定を締結している。 
本学の e ラーニング教材を活用した新しい教育システムの確立と普及が当初の狙いで












SNC(Smart Nature City) ちとせは、大学公立化に合わせて提案した地域創生構想で







































 地域連携も含めて、他機関との連携協定締結一覧を資料Ⅳ-22 に示す。 

























部棟と研究実験棟、体育館、事務棟等の合計 17,449 ㎡ が建築された。 
その後、大学院設置に合わせて平成 16(2004)年に大学院棟（約 1,000 ㎡）を建設、開学






情報系設備の更新はほぼ 5 年おきに実施しているが、平成 19(2007)年度の開学 10 周年
記念棟建設に伴い、2 つの PC 教室を配置して一体運用を可能にしたほか、無線 LAN の導
入も開始した。 
公立大学開学時点（令和元(2019)年）で、学生向けの PC端末（PC教室、ラーニングス

















  図 1 基礎設計段階の新棟概観 
































































日に「公立大学法人化を是」とする報告書を市長に提出し、これを受けて 10 月 25 日に市
長は「公立大学法人化を是」とする方針を表明した。同時に示された「千歳科学技術大学公
立大学法人化に関する市の検討結果について」を資料資料Ⅴ-5 に示す。 
市議会の「調査特別委員会」には 1 月に学長、専務理事が参考人として出席し、1 月 29















に対して公立大学法人設立認可申請を行い、1 月 31 日に各種認可申請が認可されるに至っ
た。 
平成 31／令和元(2019)年度 
 4月 1 日に開学式、第１回理事会、経営審議会、教育研究審議会が開催され、公立大学法
人公立千歳科学技術大学が発足し、６月８日には公立大学法人公立千歳科学技術大学設立
及び開学 20 周年記念式典が挙行された。 





改革の実行内容として以下の 3 点を上げている。 
・経営力の強化
  公立法人化による財務基盤の確立 
・教育研究力の強化
  社会の要請に基づく質保証に応える教育システムの確立 
・地域貢献力の強化







































公  立  大  学  法  人  化
公 設 民 営
公立大学法人













大 学 改 革 の 実 行
大学ブランド力の向上





































































































図１Smart nature city ちとせ
改 革 構 想
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